
９月定例会号

196号
令和６年11月１日発行

特集｜令和5年度決算審査報告 ……   2〜3ページ
　　｜令和5年度事務事業評価報告……  4ページ
　　　意見交換会報告…………… 11・13ページ
みんなのひろば…………………………  16ページ

議会だよりライブラリーで
過去の議会だよりも見ることができます

●表紙の写真を募集します！

表紙写真｜
一流の演奏家と夢の共演
大町流鏑馬太鼓50周年記念
コンサートで世界を舞台に活
躍する和太鼓奏者、林田ひろ
ゆき氏がゲスト出演した。
撮影者：太田昭司
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問

提案

やまびこまつりで地域活性化

委員会審査

問　やまびこまつりの課題は。

答　アフターコロナという事で制限され
ていたところもあるが、参加連が少
なかった事が課題である。

やまびこまつりの
運営・在り方について、
検討を求める。

簡易水道事業の健全な経営を

委員会審査

問　地方公営企業法適用で、一般会計か
らの繰入金はどうなるのか。

答　過度な一般会計からの負担にならな
いよう、事業の効率的な運営に心が
ける。

特別会計としては最終年度となるが、
これまで一般会計から多くの財源が
繰入れられていた。企業会計の移行
にあたり、経営理念をしっかり持っ
た運営を求める。

公民館の熱中症対策

冷房施設の設置

委員会審査

問　各公民館における熱中症対策は。

答　冷房設備の設置状況は、大町・常盤
公民館は、完備。八坂公民館は、一
部完備。社・美麻公民館は、未設置。

冷房設備が設置されていない
公民館があるため、
全ての公民館に設置されるよう、
計画的な整備を期待する。

八坂の振興資源を活かせ

委員会審査

問　大姥山周辺は、テレビにとりあげら
れ観光客が増えた。トイレの使用状
況と管理状況は。

答　去年の３倍から４倍、人が来ている
と聞いている。トイレについては地
元の方の協力のもと、清掃されている。

八坂地区には、大姥山を筆頭に多
くの観光資源が存在している。今
後もこれらを生かすよう、事業に
取り組んでほしい。

図書資料購入について

図書館は、
年間約3300冊の蔵書購入を行っている

委員会審査

問　全部で3300冊の購入に対し、リク
エスト購入が49冊と少なく感じるが。

答　リクエストが少ないのはＰＲ不足。近
隣図書館から取り寄せもできるので、
それも含めて制度をＰＲしていきたい。

読みたい本が借りられる
ということをより多くの
市民に知ってもらうために、
制度のPＲを拡大してほしい。

令和５年度決算審査特別委員会報告

まちづくり水道 くらし 観光

教育

　令和５年度決算は、大町らしさを生かした新しい人の流れの構築、結婚・出産・子育て支援、地域資源を
活用した地域活力の向上を目指した関係人口創出のための事業などに重点を置いた決算となりました。

　9月議会は決算議会と言われ、決算審査特別委員会において前年度の事業を評価検証します。市民
のお金がどう使われたか、事業が効果的に実施されたかを検証し、成果や課題を洗い出すことが次年
度予算への提言につながります。
　委員会では、下記のような意見が出されました。意見が次年度へどう反映するか、3月議会の予算
審査にて検証します。

大町の豊かな水

常盤公民館のエアコン

夏の恒例行事「大町やまびこまつり」

提案提案 提案 提案

一般会計 歳入 186億円余
　　　　 歳出 181億円余

特別会計・ 歳入 110億円余
企業会計  歳出 104億円余

特集 決算審査
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一
般
質
問

各
議
員
の
一
般
質
問
の
様
子
を
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
議
会
中
継
映
像
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
し
て
く
だ
さ
い
。

次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

令和５年度　事務事業評価
　決算審査と合わせ、昨年度の事務事業について、特に検証が必要と考える９事業をピックアップし、
「拡充」「現状のまま継続」「改善のうえ継続」「見直し」の４項目に分類評価しました。
　評価にあたっての議論や意見の主なものは下記のとおりです。

■第１分科会審査
１ ふるさと応援団事業
　・自治体への寄附による自主財源確保や
　　返礼品による地域産業の活性化

　　体験型返礼品の拡充など
　　市独自の返礼品の開発を求める。

２ 定住促進事業
　・シビックプライドの醸成による転出抑制
　　や地域の魅力発信による移住促進

移住希望者に事前ツアー等で、
市の良い点、悪い点を十分説明し、
自治会・先輩移住者との連携を求める。

３ 仁科三湖振興事業
　・周辺観光施設の維持管理や
　　環境整備による観光振興

環境保全と観光振興を両立し、
仁科三湖周辺の振興策や、
利用ルールの策定を求める。

４ 山岳観光推進事業
　・登山環境を整備し、山岳観光を推進

北アルプスや低山帯を包括した
山岳観光の振興について
具体的なビジョンを示すべき。

■第２分科会審査
５ 地域包括ケア実践事業
　・地域の関係機関等が連携し、
　　高齢者を地域全体で支えられる体制づくり

地域ケア会議への市民参加を促し、
高齢者のニーズを把握し、ニーズに
合わせたサービスの提供を求める。

６ 子育て支援等総合相談事業
　・子育ての悩みを抱える
　　家庭の身近な相談窓口

様々な悩みに対応するため相談窓口を
ワンストップ化する「こども家庭セン
ター」の早期開設を求める。

７ 子育て世代包括支援センター事業
　・妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない
　　支援を提供する

執行率のチェックを四半期に一回は行う
ことと、事業の周知を求める。

８ スポーツ振興事業
　・個人や団体スポーツ活動の充実、
　　地域コミュニティの活性化推進

部活動の地域移行に向けた速やかな
対応を求める。新しいスポーツの
振興にも取り組んでほしい。

９ 総合診療医育成事業
　・信州大学医学部附属病院総合診療科と
　　連携し、総合診療医を育成する事業

安定した大町病院の運営にとって
総合診療医など医師確保は特に重要。
特別な注力を求める。

Ｑ　
令
和
５
年
度
決
算
の
評
価
と
見
通

し
、
収
益
率
改
善
の
た
め
の
対
策
は
。

Ａ　
コ
ロ
ナ
関
連
の
補
助
金
等
が
減
収

と
な
る
一
方
、
人
件
費
の
増
加
、
原
材
料

費
等
の
高
騰
に
よ
り
経
営
が
圧
迫
さ
れ
た

が
、
病
床
機
能
の
適
切
な
運
用
、
積
極
的

な
患
者
の
受
け
入
れ
に
よ
り
純
利
益
は
約

９
千
万
円
を
計
上
し
た
。
救
急
体
制
に
つ

い
て
は
過
去
最
高
の
受
け
入
れ
実
績
と

な
っ
た
。
地
域
救
急
貢
献
率
47
・
４
％
と

な
り
、全
国
値
19・３
％
を
大
き
く
上
回
っ

た
。
在
宅
復
帰
率
も
93
・
８
％
と
全
国
中

央
値
の
89
・
５
％
を
上
回
る
形
と
な
っ
た
。

医
師
の
働
き
方
の
面
も
各
所
と
調
整
の
上
、

24
時
間
３
６
５
日
対
応
が
で
き
る
体
制
を

確
保
し
た
。
医
療
の
質
の
改
善
に
つ
い
て

は
、
他
の
病
院
や
全
国
の
数
値
と
当
院
の

デ
ー
タ
を
比
較
し
、
客
観
的
な
数
値
目
標

を
設
定
す
る
よ
う
に
し
、
医
療
安
全
、
感

「
日
本
一
の
ト
イ
レ
」

道
の
駅
で
年
間
１
０
０
万
人

Ｑ　
市
内
小
中
学
校
及
び
幼
稚
園
、
保

育
園
の
ト
イ
レ
洋
式
化
率
は
。

Ａ　
大
町
中
は
１
０
０
％
。
再
編
後
の

新
小
学
校
で
も
90
％
以
上
。
八
坂
小
中
後

期
課
程
は
早
期
に
改
善
を
図
っ
て
い
く
。

幼
稚
園
１
０
０
％
、
保
育
園
93
・
３
％
。

Ｑ　
家
庭
の
洋
式
化
率
は
97
％
。
小
さ

い
子
ど
も
た
ち
や
足
腰
の
痛
い
方
は
和
式

を
使
え
な
い
。
道
の
駅
「
パ
テ
ィ
オ
に
い

が
た
」
は
ト
イ
レ
が
有
名
で
、
年
間
１
０

０
万
人
の
観
光
集
客
が
あ
る
と
い
う
。
市

の
公
衆
ト
イ
レ
の
状
況
は
。

Ａ　
観
光
施
設
で
は
洋
式
化
率
53
％
。

観
光
地
の
ト
イ
レ
は
観
光
客
の
体
験
価
値

を
高
め
る
重
要
な
施
設
と
認
識
し
て
い
る
。

最
適
な
ト
イ
レ
環
境
を
目
指
す
。

Ｑ　
建
設
課
所
管
で
は
洋
式
化
率
42
％

染
管
理
、
ケ
ア
、
機
能
・
連
携
強
化
を
進

め
て
い
る
。
外
来
患
者
減
少
に
つ
い
て
は
、

コ
ロ
ナ
の
５
類
移
行
を
受
け
、
内
科
・
小

児
科
の
外
来
が
減
少
し
た
が
、
産
婦
人
科
、

皮
膚
科
は
患
者
数
を
伸
ば
し
、
初
診
患
者

や
紹
介
率
が
減
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
収

益
改
善
の
対
応
策
は
、
本
年
度
よ
り
経
営

会
議
に
業
務
改
善
委
員
会
を
併
設
。
院
内

全
部
門
の
職
員
に
よ
り
編
成
し
た
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上
げ
、
業
務
の
棚

卸
、
必
要
人
員
の
算
出
、
人
員
の
適
正
配

置
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
後

も
経
営
強
化
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
経
営
の
効

率
化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

と
聞
い
て
い
る
。
今
後
の
改
修
計
画
は
。

Ａ　
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
や
都
市
公
園
等
、

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
見
合
う
管
理
が
行
き
届

い
て
い
な
い
。
利
用
者
の
声
を
参
考
に
整

備
を
検
討
し
て
い
く
。

災
害
用
ト
イ
レ
使
え
ま
す
か

管
理
計
画
を
策
定
せ
よ

Ｑ　
災
害
用
ト
イ
レ
の
状
況
は
。

Ａ　
災
害
用
ト
イ
レ
自
体
の
数
は
足
り

て
い
る
が
、
処
理
袋
に
つ
い
て
は
不
足
し

て
い
る
。
使
用
方
法
に
つ
い
て
は
自
治
会

訓
練
を
支
援
し
周
知
し
て
い
く
。
災
害
時

ト
イ
レ
管
理
計
画
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

政
友
ク
ラ
ブ　

大お
お

竹た
け　

真ま

千ち

子こ

峻
嶺
会　　
傳で
ん
刀ど
う　
健た
け
し

産婦人科は２名体制に。
皮膚科は常勤医が着任。患者数が増加。

中綱湖畔トイレ。
市の貴重な観光財産として、整備を急ぐべき。

登山道の案内標柱を設置

役所の仕事を
a%Zhコ

ロ
ナ
明
け
の
病
院
決
算
の
見
通
し
は

ト
イ
レ
で
ま
ち
の
イ
メ
ー
ジ
が
決
ま
る
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次
ペ
ー
ジ
も
、
一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問
は
「
代
表
質
問
」
と
「
個
人
質
問
」
が
あ
り
、
代
表
質
問
に
は
、
各
会
派
の
代
表
が
行
う

「
会
派
代
表
質
問
」
と
、
委
員
会
の
代
表
が
行
う
「
委
員
会
代
表
質
問
」
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　
昨
年
春
の
セ
ク
ハ
ラ
事
件
で
は
、

関
係
職
員
の
無
責
任
な
発
言
や
対
応
が
続

き
、
い
ま
だ
に
問
題
を
こ
じ
ら
せ
て
い
る
。

　
当
時
私
は
被
害
者
か
ら
の
相
談
を
受
け

て
、「
念
の
た
め
あ
な
た
の
身
に
起
き
た

こ
と
の
一
部
始
終
を
正
確
に
、
時
系
列
で

記
録
し
て
く
だ
さ
い
。
感
情
は
入
れ
な
い

で
く
だ
さ
い
。」
と
彼
女
に
伝
え
ま
し
た
。

今
そ
の
内
容
を
読
む
と
、
セ
ク
ハ
ラ
の
悪

質
性
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
以
上
に
周
囲
の

関
係
職
員
・
上
司
な
ど
の
対
応
・
発
言
が
、

よ
り
問
題
を
こ
じ
ら
せ
て
、
そ
の
上
人
権

問
題
で
も
二
次
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
る
。

こ
れ
を
見
た
他
の
女
性
職
員
に
は
「
も
し

自
分
に
セ
ク
ハ
ラ
が
起
き
て
も
、
自
分
は

守
ら
れ
な
い
」
と
い
っ
た
新
た
な
恐
怖
が

芽
生
え
た
と
思
う
。
私
は
市
長
を
は
じ
め

関
係
各
者
に
猛
反
省
を
求
め
る
。
本
当
の

被
害
者
救
済
を
急
い
で
く
れ
。

保
険
証
発
行
停
止
後
の

対
応
は

Ｑ　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
状
況
は
。

Ａ　
大
町
病
院
は
、
７・８
％
。
八
坂・

美
麻
診
療
所
は
、
１
・
６
％
。

Ｑ　
現
行
健
康
保
険
証
は
12
月
２
日
か

ら
発
行
停
止
だ
が
、
以
降
の
対
応
は
。

Ａ　
現
行
健
康
保
険
証
所
持
者
で
、
マ

イ
ナ
保
険
証
を
保
有
し
て
い
な
い
方
に
は
、

被
保
険
者
資
格
の
情
報
を
記
載
し
た
「
資

格
確
認
書
」
を
申
請
に
よ
ら
ず
交
付
す
る
。

期
限
は
１
年
間
と
し
、
現
行
健
康
保
険
証

と
同
じ
有
効
期
限
と
す
る
。

Ｑ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
電
子
証

明
書
の
有
効
期
限
切
れ
の
者
に
対
す
る
資

格
確
認
書
の
発
行
時
期
は
い
つ
か
。

Ａ　
期
限
後
３
ヶ
月
利
用
で
き
る
。
マ

イ
ナ
保
険
証
を
継
続
し
な
い
場
合
、
資
格

確
認
書
を
発
行
す
る
。

Ｑ　
防
災
道
の
駅
の
構
想
は
。

Ａ　
道
の
駅
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
県

が
進
め
て
い
る
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
の

整
備
に
併
せ
検
討
に
着
手
し
て
お
り
、
具

体
的
な
検
討
の
前
段
と
し
て
、
様
々
な
分

野
の
有
識
者
か
ら
な
る
大
町
市
道
の
懇
話

会
を
発
足
さ
せ
検
討
し
て
い
る
。

　
整
備
手
法
は
、
駐
車
場
、
ト
イ
レ
、
情

報
発
信
の
施
設
を
道
路
管
理
者
が
行
い
、

物
産
館
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
の
地
域
振
興

施
設
を
市
町
村
で
整
備
す
る
一
体
型
と
、

す
べ
て
を
市
町
村
で
整
備
す
る
単
独
型
が

あ
り
、
個
性
豊
か
な
賑
わ
い
の
場
と
し
て
、

防
災
面
で
の
重
要
な
役
割
を
果
た
す
防
災

道
の
駅
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　
多
機
能
道
の
駅
の
構
想
は
。

Ａ　
国
土
交
通
省
の
、
道
の
駅
第
３
ス

テ
ー
ジ
の
取
組
み
の
一
環
で
、
都
道
府
県

の
地
域
防
災
計
画
等
で
、
広
域
的
な
防
災

循
環
線
と
デ
マ
ン
ド
の
改
善

Ｑ　
市
街
地
循
環
線
の
区
域
は
、
市
民

バ
ス
の
利
用
対
象
者
が
全
体
の
45
％
、
高

齢
者
人
口
も
全
域
の
半
分
近
く
が
暮
ら
し

て
い
る
区
域
だ
が
、
市
民
バ
ス
の
利
用
者

が
少
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

Ａ　
循
環
線
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
市

街
地
の
中
を
循
環
す
る
と
い
う
目
的
で
運

行
を
開
始
し
た
が
、
交
通
の
空
白
地
点
を

埋
め
る
た
め
に
循
環
線
を
活
用
し
た
。

そ
の
た
め
、
運
行
時
間
が
長
く
使
い
に
く

い
バ
ス
路
線
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ　
循
環
線
の
利
便
性
に
つ
い
て
検
討

す
る
考
え
は
な
い
か
。

Ａ　
現
状
は
、
循
環
線
の
利
便
性
を
考

え
た
コ
ー
ス
設
定
に
な
っ
て
い
な
い
。
交

通
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
循
環
線
の
目

的
は
何
な
の
か
、
も
う
一
度
考
え
直
し
て

み
た
い
。

Ａ　
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
検
討
委
員

会
の
報
告
に
あ
っ
た
被
害
者
と
の
意
思
疎

通
や
、
信
頼
関
係
の
構
築
に
課
題
が
あ
っ

た
」
と
の
指
摘
は
、
今
も
気
持
ち
の
中
に

わ
だ
か
ま
り
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
。
信

頼
が
薄
れ
た
中
で
新
た
に
ど
う
接
点
を
見

い
だ
せ
る
か
。
そ
の
糸
口
さ
え
脳
裏
に
浮

か
ば
な
か
っ
た
。

　
議
員
の
率
直
な
提
案
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
被
害
者
の
精
神
的
な
負
担
、
今
な
お

残
る
心
の
痛
み
や
心
情
に
十
分
配
慮
し
、

被
害
者
自
身
の
意
向
も
確
認
し
た
う
え
で
、

安
心
し
て
対
話
が
で
き
る
環
境
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。

配
水
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を

Ｑ　
上
水
道
管
路
の
耐
震
化
率
は
。

Ａ　
耐
震
化
率
は
、
８
・
８
％
。
耐
震

化
適
合
率
は
、
34
・
４
％
。

Ｑ　
震
災
時
に
も
配
水
で
き
る
管
路
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
あ
る
か
。

Ａ　
上
白
沢
水
源
、
白
沢
水
源
、
矢
沢

水
源
は
、
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
あ
り
。

Ｑ　
被
災
想
定
に
基
づ
く
、
配
水
系
統

相
互
運
用
計
画
は
あ
る
か
。

Ａ　
上
白
沢
水
源
と
居
谷
里
水
源
を
結

ぶ
管
路
は
一
部
整
備
さ
れ
て
い
る
。

拠
点
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
多
機
能
道

の
駅
は
重
要
な
防
災
拠
点
に
な
る
。
多
機

能
道
の
駅
の
設
置
は
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
面

で
用
件
が
あ
り
、
こ
の
要
件
を
満
た
す
事

が
前
提
と
し
て
検
討
す
る
。

地
域
計
画
で
農
業
の
将
来
は

Ｑ　
地
域
計
画
で
農
業
は
変
わ
る
か
。

Ａ　
農
地
は
耕
作
地
と
し
て
の
側
面
だ

け
で
な
く
、
良
好
な
景
観
形
成
や
自
然
環

境
の
保
全
、
水
源
の
涵
養
な
ど
、
多
面
的

な
機
能
を
有
し
、
地
域
と
農
業
を
一
体
的

に
考
慮
し
た
計
画
に
努
め
る
。

Ｑ　
常
盤
東
地
区
で
の
デ
マ
ン
ド
運
行

は
、
実
利
用
人
数
32
人
、
一
人
乗
車
が
約

８
割
と
高
く
、
令
和
５
年
度
の
委
託
料
は

６
２
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。
費
用
対
効

果
も
含
め
た
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

Ａ　
効
率
の
悪
い
路
線
で
あ
る
。
交
通

計
画
策
定
の
中
で
、
デ
マ
ン
ド
も
含
め
市

民
バ
ス
の
今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

Ｑ　
公
共
交
通
計
画
は
い
つ
で
き
る
。

Ａ　
令
和
６
年
度
中
の
策
定
を
目
指
し

て
い
る
。

Ｑ　
市
民
バ
ス
を
改
善
す
る
の
は
誰
。

Ａ　
改
善
は
、
担
当
部
署
で
行
う
。

無
所
属
ク
ラ
ブ　　
髙た
か

橋は
し　

正た
だ
し

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団　

宮み
や

田た　
一か
ず

男お

峻
嶺
会　

一い
っ
本ぽ
ん
木ぎ

秀ひ
で
章あ
き

市
民
ク
ラ
ブ　

中な
か
牧ま
き　

盛も
り
登と

大町市役所こそ人権を守る手本を示してくれ 全国保団連作成ステッカー
「いままで通り保険証を使います」

道の駅は防災機能を備えた
「第３ステージ」へ進化しています

利用しやすい市民バスへ

保
険
証
発
行
停
止
を
撤
回
し
残
せ

セ
ク
ハ
ラ
被
害
者
救
済
を
急
げ

大
町
に
防
災
道
の
駅
は
必
要
だ

空
気
を
乗
せ
て
走
る
バ
ス
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次
ペ
ー
ジ
は
、
一
般
質
問
と
意
見
交
換
会

一
般
質
問

一
般
質
問
は
市
の
行
政
全
般
に
関
し
て
議
員
が
そ
の
考
え
や
意
見
を
聞
く
も
の
で
す
。こ
こ
で
は
議
場
で
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

こ
の
欄
は
質
問
議
員
の
原
稿
ど
お
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

大
町
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ

る
子
育
て
環
境
の
整
備
を

Ｑ　
異
次
元
の
子
育
て
支
援
策
の
為
の

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
役
割
は
。

Ａ　
産
前
産
後
ケ
ア
、
児
童
虐
待
の
予

防
や
家
庭
支
援
な
ど
幅
広
い
子
育
て
支
援

を
目
的
に
設
置
を
検
討
し
て
い
る
。

Ｑ　
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が

早
急
に
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
い
つ
か
。

Ａ　
令
和
７
年
度
４
月
よ
り
設
置
し
、

子
育
て
支
援
課
、
保
健
セ
ン
タ
ー
・
教
育

委
員
会
関
係
機
関
等
、
よ
り
連
携
の
強
化

と
効
率
的
な
運
用
を
目
指
す
。

奨
学
金
返
済
の
支
援
と
地
元

企
業
の
人
材
確
保
の
制
度
を

Ｑ　
県
で
は
奨
学
金
を
借
り
て
い
る

若
者
に
対
し
企
業
が
返
還
を
支
援
す
る

「
※
１
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
」
を
設
け
て

Ｑ　
昨
年
も
質
問
し
た
が
公
民
館
へ
の

エ
ア
コ
ン
の
設
置
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

Ａ　
市
役
所
改
修
工
事
に
伴
い
不
要
と

な
る
エ
ア
コ
ン
を
大
町
公
民
館
分
室
、
平
、

社
公
民
館
の
事
務
所
に
移
設
す
る
事
に
し

て
い
る
。
未
設
置
の
施
設
に
つ
い
て
も
順

次
設
置
し
て
い
く
。

Ｑ　
長
野
県
に
熱
中
症
特
別
警
戒
が
発

表
さ
れ
た
と
き
に
開
放
さ
れ
る
ク
ー
リ
ン

グ
シ
ェ
ル
タ
―
の
場
所
は
ど
こ
に
あ
る
の

か
。Ａ　

設
置
場
所
は
、
大
町
市
役
所
内
旧

食
堂
、
市
立
大
町
図
書
館
、
大
町
公
民
館

分
室
講
堂
及
び
会
議
室
、
常
盤
公
民
館
、

八
坂
支
所
の
６
カ
所
に
設
置
し
て
い
る
。

Ｑ　
ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置

さ
れ
て
い
な
い
地
区
の
今
後
の
予
定
は
。

Ａ　
市
内
各
地
に
設
置
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
の
で
順
次
必
要
な
個
所
に
設
置
を

Ｑ　
当
市
の
子
育
て
支
援
は
市
民
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
ニ
ー
ズ

す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

で
き
る
だ
け
対
応
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

Ｑ　
保
育
園
の
安
全
対
策
で
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
は
、
で
き
る
の
か
。

Ａ　
物
理
的
に
は
で
き
る
。
検
討
す
る
。

Ｑ　
母
子
通
園
施
設
あ
ゆ
み
園
は
、
病

院
に
併
設
さ
れ
園
庭
や
遊
具
が
な
い
。
空

い
て
い
る
保
育
園
を
活
用
で
き
な
い
か
。

Ａ　
空
き
教
室
は
な
く
、
活
用
は
不
可

能
で
あ
る
。
小
学
校
再
編
後
の
空
き
教
室

を
活
用
で
き
な
い
か
検
討
す
る
。

Ｑ　
当
市
に
は
教
育
大
綱
は
な
い
が
、

策
定
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

Ａ　
新
小
学
校
ス
タ
ー
ト
の
令
和
８
年

に
あ
わ
せ
て
、
教
育
の
羅
針
盤
と
な
る
教

市
の
広
報
の
配
布
方
法
が

自
治
会
ご
と
に
格
差
が
あ
る

Ｑ　
自
治
会
の
問
題
は
住
民
の
高
齢
化
、

役
員
の
担
い
手
不
足
、
文
書
配
布
の
負
担

の
３
点
だ
。
特
に
文
書
配
布
に
つ
い
て
は
、

市
は
長
年
に
わ
た
り
、
い
く
つ
か
の
自
治

会
で
隣
組
長
宅
す
べ
て
に
市
の
広
報
を
配

達
し
て
い
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
一
方

で
ま
と
め
て
ド
ッ
サ
リ
と
配
達
さ
れ
る
自

治
会
も
あ
る
。

　
長
い
間
こ
の
配
達
格
差
を
、

放
置
し
先
送
り
し
て
き
た
市
の

責
任
は
重
い
。
こ
の
格
差
を
放

置
す
れ
ば
市
民
の
反
乱
が
お
き

て
も
し
ょ
う
が
な
い
。

Ａ　
今
後
の
対
応
と
し
て
、

文
書
配
布
に
大
き
な
負
担
の
あ

る
自
治
会
に
対
し
て
早
急
に
改

善
を
図
る
。
来
年
の
一
月
か
ら

い
る
が
、
大
町
市
も
同
様
の
制
度
に
て
若

者
の
奨
学
金
返
済
支
援
と
企
業
支
援
を
行

え
な
い
か
。

Ａ　
ま
ず
は
、
県
の
支
援
制
度
を
地
元

企
業
へ
周
知
し
、
若
手
人
材
確
保
と
合
わ

せ
て
支
援
策
を
検
討
し
た
い
。

Ｑ　
社
会
人
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
時
点

で
３
０
０
万
円
を
超
え
る
返
済
金
を
抱
え

る
若
者
と
、
人
材
確
保
を
求
め
る
企
業
支

援
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
取
組
と
し
て
将

来
的
な
市
の
人
口
増
加
の
施
策
と
な
る
か
。

Ａ　
支
援
対
象
の
若
手
労
働
者
や
企
業

の
声
を
基
に
、
双
方
の
支
援
と
Ｕ
タ
ー
ン

施
策
も
含
め
、
多
面
的
に
検
討
し
た
い
。

計
画
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
高
齢
者
は
熱
中
症
に
な
る
確
率
が

高
い
が
、
市
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
は

ク
ー
ラ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ　
市
内
３
カ
所
の
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
う
ち
大
町
と
八
坂
の
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
は
全
館
設
置
し
て
い
る
。
美
麻

は
保
健
セ
ン
タ
ー
を
除
き
設
置
し
て
い
る
。

Ｑ　
美
麻
の
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、

レ
ン
タ
ル
の
ク
ー
ラ
ー
だ
が
、
設
備
と
し

て
の
ク
ー
ラ
ー
は
設
置
し
な
い
の
か
。

Ａ　
現
在
レ
ン
タ
ル
に
よ
る
一
時
的
な

設
置
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
が
、
今
後
は
計

画
的
に
整
備
し
て
い
く
。

育
大
綱
を
策
定
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

み
ず
の
わ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

Ｑ　
課
題
は
。

Ａ　
市
民
の
認
知
度
が
低
い
こ
と
。

Ｑ　
高
校
生
を
巻
き
込
ん
だ
※
２
水
育

は
、
で
き
る
の
か
。

Ａ　
サ
ン
ト
リ
ー
と
協
議
し
検
討
す
る
。

Ｑ　
水
の
ブ
ラ
ン
ド
化
の
進
捗
状
況
は
。

Ａ　
令
和
の
水
百
選
に
選
ば
れ
る
よ
う

当
市
の
良
質
な
水
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

Ｑ　
中
央
通
り
に
水
を
流
す
計
画
は
。

Ａ　
国
の
再
生
事
業
を
活
用
し
、
せ
せ

ら
ぎ
と
し
て
見
せ
ら
れ
る
よ
う
検
討
す
る
。

の
対
応
を
目
指
す
。

Ｑ　
市
は
文
書
配
布
費
と
し
て
自
治
会

に
１
０
６
５
万
円
を
配
布
し
て
い
る
。

　
私
の
試
算
で
は
市
内
す
べ
て
８
９
２
か

所
の
隣
組
に
運
送
便
で
送
っ
た
場
合
で
も

年
３
２
１
万
円
だ
。
現
予
算
の
３
割
ほ
ど

の
金
額
で
す
べ
て
解
決
で
き
る
。
連
合
自

治
会
に
お
願
い
を
し
て
、
10
月
か
ら
で
も

始
め
る
べ
き
だ
。

Ａ　
充
分
な
周
知
期
間
が
必
要
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
会
の
加
入
率
が

年
々
低
下
し
て
、
担
い
手
が
減
少
す
る
中
、

自
治
会
の
負
担
軽
減
は
喫
緊
の
課
題
で
も

あ
る
。
来
年
の
１
月
か
ら
の
対
応
を
目
指

し
、
手
法
を
含
め
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

政
友
ク
ラ
ブ　

西に
し

澤ざ
わ　

和た
か

保ほ

日
本
共
産
党
大
町
市
議
団　

栗く
り
ば
や
し林　

陽よ
う

一い
ち

市
民
ク
ラ
ブ　

小お

澤ざ
わ　
悟さ
と
る

堀ほ
り　

堅け
ん
一い
ち

産前・産後から大人になるまで、
切れ目ない子育て支援の充実を

熱中症特別警戒が発表された場合は
クーリングシェルターの利用を

園庭や遊具の無いあゆみ園 配り方による自治会負担は平等にせよ。
自治会役員泣かせはダメ。

　　　　　
※１奨学金返還支援制度…県内企業への若年者を中心とした人材確保と奨学金を借りている従業員に対し
　　　　　　　　　　　　企業が奨学金の返済を支援する長野県の支援制度。
※２水

みず
育
いく
…子どもたちが、未来に水を引き継ぐために何ができるかを考えるサントリー独自のプログラム。

用語解説※

猛
暑
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
開
設
は
急
務

子
育
て
日
本
一
っ
て
何
で
す
か

市
民
の
反
乱
が
起
き
る
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次
ペ
ー
ジ
は
、
常
任
委
員
会
審
査
報
告
と
意
見
交
換
会
と
討
論

一
般
質
問

一
問
一
答
形
式
で
質
問
す
る
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
20
分
以
内
と
決
め
ら
れ
て
お
り
、

行
政
側
の
答
弁
を
含
め
る
と
、
50
分
程
度
と
な
り
ま
す
。

思
い
・
支
え
合
う

「
※
３

重
層
的
支
援
体
制
」を

ど
う
創
る
か

Ｑ　
安
心
し
生
活
し
続
け
ら
れ
る
地
域

を
作
る
「
み
ん
な
で
考
え
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
情
熱
あ
る
職
員
や
市
民
、
介

護
・
医
療
関
係
者
が
集
ま
り
活
動
し
て
い

る
。
ま
さ
に
地
域
で
様
々
な
人
が
支
え
合

う
重
層
的
支
援
体
制
だ
。
ど
う
活
か
す
か
。

Ａ　
分
野
を
超
え
支
援
者
や
市
民
が
繋

が
る
活
動
だ
。
今
後
は
担
当
課
も
関
わ
り
、

使
い
や
す
い
公
共
交
通
づ
く
り
等
に
も
取

り
組
む
。
そ
の
後
も
市
民
や
民
間
事
業
者

と
と
も
に
支
援
体
制
を
構
築
す
る
。

Ｑ　
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て
だ
が
、
趣

味
の
あ
る
方
は
健
康
寿
命
も
長
い
。
市
内

の
文
化
活
動
グ
ル
ー
プ
な
ど
へ
の
参
加
を

促
進
す
る
仕
組
み
を
つ
く
れ
な
い
か
。

Ａ　
生
涯
学
習
の
場
と
も
連
携
を
一
層

Ｑ　
固
定
的
な
性
別
役
割
分
担
意
識
の

解
消
に
向
け
た
市
の
取
り
組
み
は
。

Ａ　
市
で
は
男
女
共
同
参
画
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
タ
ー
や
推
進
団
体
の
協
力
に
よ
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
や
各
地
で
の
学
習
会
を
開
催

し
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に
性
別
役
割
分
担

意
識
は
根
強
い
。
今
後
は
さ
ら
に
広
報
や

教
育
現
場
で
の
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

Ｑ　
婚
姻
届
の「
婚
姻
後
の
夫
婦
の
氏
」

の
選
択
欄
に
つ
い
て
、「
記
入
例
」
で
は

す
で
に
「
夫
の
氏
」
の
方
に
チ
ェ
ッ
ク
が

入
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
夫
の
氏
」
を
選

択
す
る
の
が
当
然
だ
と
い
う
意
識
を
植
え

付
け
か
ね
な
い
。
改
善
で
き
な
い
か
。

Ａ　
記
入
例
を
見
直
し
、
窓
口
で
丁
寧

に
ご
案
内
す
る
こ
と
と
す
る
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
支
援
に
つ
い
て

Ｑ　
同
姓
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
を
婚
姻
に

Ｑ　
過
日
、
女
性
団
体
有
志
で
構
成
さ

れ
た
「
大
町
を
よ
く
す
る
会
」
が
「
真
実

を
知
る
」
と
銘
打
っ
て
被
害
を
受
け
た
職

員
の
声
を
聞
く
会
が
あ
っ
た
。

　
感
想
は
、
女
団
連
で
の
市
長
発
言
と
女

性
職
員
の
話
で
は
随
分
内
容
が
違
う
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。
市
長
の
認
識
は
。

Ａ　
一
回
目
の
女
団
連
の
際
は
不
適
切

或
い
は
勘
違
い
で
発
言
し
た
こ
と
に
つ
い

て
反
省
し
て
い
る
。
二
回
目
の
懇
談
で
、

陳
謝
・
説
明
し
て
理
解
を
求
め
た
。

Ｑ　
具
体
的
な
事
例
で
う
か
が
う
。
市

長
は
女
団
連
と
の
席
で
「
加
害
課
長
と
女

性
職
員
は
実
は
長
い
間
同
じ
職
場
で
あ
っ

た
」
と
発
言
し
た
が
、
女
性
職
員
か
ら
、

資
料
を
基
に
「
事
実
と
違
う
、
私
は
一
度

も
同
じ
職
場
で
あ
っ
た
こ
と
は
な
い
で

す
」
と
抗
議
さ
れ
て
い
る
。
市
長
は
こ
の

事
実
を
認
め
る
か
う
か
が
う
。

推
進
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ　
地
域
の
「
困
っ
た
」
の
声
を
集
め

る
民
生
委
員
さ
ん
を
ど
う
支
え
て
い
く
か
。

Ａ　
行
事
削
減
等
、
負
担
軽
減
を
行
う
。

Ｑ　
次
に
障
が
い
が
あ
る
方
の
支
援
に

つ
い
て
。
社
協
の
利
用
者
さ
ん
と
、
中
学

生
で
無
農
薬
の
お
米
作
り
を
し
て
い
る
。

給
食
等
の
た
め
買
い
上
げ
ら
れ
な
い
か
。

Ａ　
前
向
き
に
検
討
す
る
。

Ｑ　
最
後
に
地
域
医
療
に
つ
い
て
。
八

坂
診
療
所
の
医
師
が
退
職
し
た
。
診
療
の

安
定
の
た
め
に
大
町
病
院
の
役
割
を
強
化

し
医
師
の
派
遣
等
を
可
能
に
出
来
な
い
か
。

Ａ　
病
院
と
の
連
携
を
強
化
す
る
。

相
当
す
る
関
係
と
認
め
る
「
長
野
県
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
届
出
制
度
」
の
詳
細
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ　
こ
の
制
度
に
よ
り
同
性
の
カ
ッ
プ

ル
で
も
当
市
に
お
い
て
、
市
営
住
宅
へ
の

入
居
、
パ
ー
ト
ナ
ー
が
親
権
者
と
共
に
行

う
保
育
施
設
へ
の
入
所
申
込
・
送
迎
、
大

町
病
院
に
お
け
る
緊
急
治
療
へ
の
同
意
、

罹
災
証
明
の
代
理
申
請
な
ど
が
で
き
る
。

Ｑ　
大
町
市
の
「
性
の
多
様
性
に
関
す

る
条
例
」
の
制
定
を
提
言
す
る
。

Ａ　
現
段
階
で
は
条
例
制
定
は
予
定
し

て
い
な
い
が
、
今
後
の
国
の
動
向
を
注
視

し
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ａ　
そ
う
い
う
事
実
は
な
い
と
抗
議
を

受
け
た
。
こ
れ
以
上
の
詳
し
い
私
の
考
え

を
述
べ
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
事
情
や
差
し

さ
わ
り
が
あ
る
の
で
答
弁
を
拒
否
す
る
。

「
同
じ
職
場
で
あ
っ
た
」
と
い
う
発
言
は

取
り
消
し
て
い
る
。
こ
れ
は
陳
謝
し
な
が

ら
取
り
消
す
こ
と
だ
。

Ｑ　
市
長
が
自
ら
の
発
言
の
責
任
を
認

め
そ
の
責
任
に
対
す
る
相
応
な
処
分
を
自

ら
に
課
さ
な
け
れ
ば
、
女
性
職
員
を
は
じ

め
市
民
は
納
得
す
る
も
の
で
は
な
い
。

　
ま
た
、
市
長
を
は
じ
め
大
町
市
政
に
対

す
る
不
信
感
は
払
拭
さ
れ
な
い
。

Ａ　
被
害
職
員
の
安
全
を
第
一
に
す
る
。

政
友
ク
ラ
ブ　

中な
か

村む
ら　

直な
お

人と

太お
お

田た　
昭し
ょ
う
じ司

無
所
属
ク
ラ
ブ　

大お
お
和わ　
幸よ
し
久ひ
さ

　
令
和
６
年
８
月
19
日（
月
）、
公

立
学
校
教
職
員
組
合
の
皆
さ
ん
と

意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
主
に
不
登
校
の
児

童
数
が
増
え
て
い
る
状

況
に
つ
い
て
、
社
会
的
背

景
、
現
状
、
児
童
・
先
生

方
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
、

諸
々
を
踏
ま
え
考
え
ら
れ

る
要
因
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。
ま
た
、
国
の

制
度
な
ど
で
戸
惑
う
点
な

ど
を
先
生
方
か
ら
伺
う
と

共
に
、
長
時
間
勤
務
の
状

況
、
英
語
教
育
の
現
状
、

部
活
動
の
地
域
移
行
な
ど

の
課
題
に
つ
い
て
、
先
生

側
、
議
員
側
双
方
か
ら
忌

憚
の
な
い
話
が
出
る
場
と

な
り
ま
し
た
。
議
会
で
は
、

市
と
し
て
対
応
で
き
る
も
の
、
国

に
向
け
て
声
を
上
げ
る
も
の
と
、

そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
も
と
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。

市政への信頼は地に落ちている。
市民に説明責任を果たすこと。

社協の利用者さん達と作る有機米は、
学校給食等で活用される予定

男女平等に遅れをとる日本。
性別役割分担意識の解消は急務だ。

教職員組合と議会との意見交換会を行った

　　　　　
※３重層的支援…一つの組織では解決が難しい課題を持つ方をサポートするため、
　　　　　　　　地域のつながりを活かし取り組む支援。

用語解説※

日
本
の
男
女
格
差
、
世
界
１
１
８
位

自
分
ら
し
く
生
き
続
け
ら
れ
る
地
域
へ

市
長
は
ハ
ラ
ス
発
言
の
責
任
を
取
れ

公
立
学
校

　
教
職
員
組
合
と
の

　
　
　
　
意
見
交
換
会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
討
論
と
審
議
結
果

  

議
案
の
審
査
と
採
決
の
な
が
れ  　
本
会
議
で
議
案
の
提
案
➡
各
常
任
委
員
会
に
付
託
（
審
査
を
任
せ
る
）
➡  

委
員
会
審
査  

➡
本
会
議
で
審
査
内
容
報
告
➡
採
決

採
決
前
に
、
議
案
に
対
す
る
賛
否
に
つ
い
て
討
論
で

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

議
案
第
46
号　
令
和
６
年
度
大
町
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

議
案
第
53
号

　
令
和
６
年
度

　
大
町
市
病
院
事
業

　
会
計
補
正
予
算

議
案
第
42
号

　
大
町
市
犯
罪
被
害
者
等

　
支
援
条
例
制
定
に
つ
い
て

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果

　
全
会
一
致
で
可
決

■
結
果　
全
会
一
致
で
可
決

議案の概要

議案の概要

議案の
概要

議案の
概要

旧
大
町
北
高
南
側
の
道

路
の
拡
幅
に
関
わ
る
現

地
測
量
及
び
概
略
設
計

業
務
の
委
託

長
野
県
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
る

居
谷
里
湿
原
で
草
地

化
が
進
ん
で
い
る
た

め
灌
木
の
伐
採
を
行

う

大
町
総
合
病
院

医
療
機
器
の
更
新

犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
を

確
保

居
谷
里
湿
原
の

維
持
保
存

コ
ロ
ナ
関
連

補
助
金
の
減
も

黒
字
維
持

条
例
制
定
に
向
け
た

整
備
は
万
全
か

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

委
員
会
審
査

Ｑ　
何
人
く
ら
い
が
使
用
す
る
予

定
か
。

Ａ　
小
学
校
再
編
に
伴
う
大
町
北

部
小
学
校
と
中
心
市
街
地
を
結
ぶ
主

要
道
路
の
安
全
対
策
と
し
て
国
道
１

４
７
号
の
大
町
北
高
前
交
差
点
か
ら

東
側
本
通
り
ま
で
の
市
道
大
黒
町
５

号
線
、
延
長
３
６
０
ｍ
間
に
、
両
側

２
・
５
ｍ
の
歩
道
新
設
を
予
定
。
正

確
な
数
字
は
掴
ん
で
い
な
い
が
１
０

０
名
以
上
は
使
用
す
る
見
込
み
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
居
谷
里
湿
原
の
現
状
は
。

Ａ　
草
地
化
が
進
ん
で
い
る
が
、

面
積
が
広
く
、
灌
木
の
伐
採
が
追
い

付
い
て
い
な
い
状
態
で
あ
る
。

Ｑ　
今
後
の
居
谷
里
湿
原
の
維
持

方
針
は
。

Ａ　
居
谷
里
湿
原
の
維
持
保
存
に

関
す
る
市
の
計
画
に
沿
っ
て
、
維
持

を
図
っ
て
い
く
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
大
腸
ビ
デ
オ
ス
コ
ー
プ
を
更
新

す
る
が
、
現
在
の
診
療
に
支
障
は
な
い

か
。Ａ　

現
在
使
用
し
て
い
る
も
の
は
、

診
療
に
支
障
は
な
い
が
、
耐
用
年
数
を

過
ぎ
て
い
る
た
め
更
新
す
る
。

委
員
会
審
査

Ｑ　
ど
の
課
が
窓
口
に
な
る
の
か
。
相
談
者
が
、

あ
ち
こ
ち
の
課
で
何
度
も
説
明
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
の
対
応
を
。

Ａ　
一
旦
は
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

受
け
る
が
、
相
談
室
等
の
個
室
で
対
応
し
、
関
係

課
と
連
携
し
、
相
談
者
に
十
分
配
慮
し
て
対
応
す

る
。Ｑ　

ど
の
よ
う
な
支
援
を
予
定
し
て
い
る
か
。

Ａ　
子
育
て
や
介
護
等
の
支
援
も
含
め
て
、
日

常
生
活
の
支
援
や
給
付
金
、
遺
族
に
対
す
る
見
舞

金
、
重
傷
病
見
舞
金
等
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
。

議
案
第
38
号

議
案
第
63
・
64
号

議
案
第
39
号

北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

工
事
請
負
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

「
虹
の
家
」

２
年
後
閉
鎖
が
前
提

　
予
算
で
は
何
の
問
題
も
な
い
と

説
明
し
な
が
ら
、
突
然
経
営
危
機

を
持
ち
出
し
閉
鎖
方
針
を
示
す
の

は
無
責
任
だ
。（
大
和
幸
久
）

健
康
保
険
証
を

の
こ
せ

　
健
康
保
険
証
の
廃
止
は
、
60
年

か
け
て
築
い
て
き
た
世
界
に
誇
る

国
民
皆
保
険
制
度
の
破
壊
そ
の
も

の
。（
宮
田
一
男
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

保
険
証
へ
の

転
換
は
慎
重
に

　
マ
イ
ナ
関
連
法
案
は
、
国
が
関

与
し
て
個
人
情
報
を
利
活
用
で
き

る
も
の
で
、
個
人
情
報
保
護
が
不

十
分
。（
大
和
幸
久
）

業
者
提
案
は

市
に
メ
リ
ッ
ト
が
有
る

　
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
業
者

提
案
に
は
、
本
来
別
途
発
注
の
周

辺
整
備
等
も
あ
り
付
加
価
値
が
高

い
事
か
ら
賛
成
。（
西
澤
和
保
）

マ
イ
ナ
保
険
証
は

医
療
Ｄ
Ｘ
化
の
基
盤

　
薬
が
多
す
ぎ
る
問
題
へ
の
対
応

や
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
中
の
速
や
か

な
支
援
金
給
付
等
に
今
後
活
用
さ

れ
る
。（
中
村
直
人
）

　
令
和
６
年
７
月
22
日（
月
）午
後

６
時
よ
り
大
町
市
役
所
東
庁
舎
に

て
「
大
町
市
連
合
自
治
体
と
議
会

の
意
見
交
換
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　
総
勢
約
50
名
が
５
班
に
分
か
れ

て
、
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
自

治
会
運
営
の
課
題

に
つ
い
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

自
治
会
運
営
の
課
題
、

そ
の
要
因
、
そ
し
て
、

そ
の
解
決
策
を
出
し

合
い
、
最
後
に
各
班

ご
と
に
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

　
ど
の
班
か
ら
も
課

題
と
し
て
挙
が
っ
た

の
は
「
役
員
の
成
り

手
不
足
」。
そ
の
解
決
策
と
し
て
、

あ
て
職
の
削
減
な
ど
、
す
ぐ
に
実

行
可
能
な
案
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
意
見
交
換
会
を
通
じ
、

連
合
自
治
会
の
皆
様
と
大
町
市
議

会
と
が
問
題
意
識
と
危
機
意
識
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

班ごとに意見を交換、それぞれ発表をした

常任委員会審査報告主な案件の審査内容を掲載します

議
員
が
質た

だ
し
た
９
月
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！

討論
沸騰!!

大
町
市

　
連
合
自
治
会
と
の

　
　
　
　
意
見
交
換
会
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次
ペ
ー
ジ
は
、
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
反
対

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

原
案
に
賛
成

議
案
第
65
号

議
案
第
54
号

議
案
第
62
号

陳
情
第
16
号

陳
情
第
14
号

大
町
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

令
和
５
年
度
大
町
市
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

令
和
５
年
度
大
町
市
病
院
事
業
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

北
ア
ル
プ
ス
国
際
芸
術
祭
２
０
２
４
実
施
後
の
市
民
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
に
よ
る
市
民
の
声
も
取
り
入
れ
た
検
証
を
求
め
る
陳
情

政
府
の
責
任
で
医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援
を
拡
充
し
、

す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者
の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
つ
い
て

９月定例会最終日討論の内容を要約してお伝えします
　討論は議案等の採決の前に、なぜ反対なのかなぜ賛成なのか、議員個人
の意見を表明し、意見の異なる議員に賛同を求めるために行われます。

現
行
保
険
証
を
残
せ

　
マ
イ
ナ
保
険
証
の
ト
ラ
ブ
ル
は

ま
だ
続
い
て
い
る
。
現
行
保
険
証

は
残
す
べ
き
だ
。（
栗
林
陽
一
）

牛
越
市
政
の

行
政
手
法
に
不
同
意

　
職
員
に
重
負
荷
を
か
け
て
実
施

の
芸
術
祭
と
市
民
生
活
無
視
で
進

め
る
松
糸
道
路
市
内
区
間
推
進
。

（
宮
田
一
男
）

牛
越
市
政
・

不
祥
事
連
発
の
解
決
策
は

　

一
連
の
不
祥
事
で
牛
越
市
長
、

元
教
育
長
、
元
総
務
部
長
、
副
市

長
は
責
任
を
取
ら
ず
、
重
大
問
題

だ
。（
大
和
幸
久
）

芸
術
祭
の
ニ
ュ
ー
ス
を

見
な
い
日
は
無
い

　
大
町
市
の
知
名
度
の
向
上
に
寄
与
。
観
光

客
も
順
調
な
入
れ
込
み
だ
。
事
業
は
効
果
と

照
ら
し
検
証
さ
れ
る
べ
き
。（
中
村
直
人
）

今
期
の
芸
術
祭
、
職
員
の
負
担
は

前
回
の
６
割
程
度
に
軽
減

　
事
業
者
へ
の
支
払
額
は
示
さ
れ
て
お
り
、

作
品
ご
と
の
支
払
額
の
提
示
は
不
要
と
考
え

る
。（
大
竹
真
千
子
）

文
化
芸
術
は
、

人
間
に
必
要
不
可
欠

　
芸
術
の
価
値
を
生
み
出
し
我
々
に
生
き
る

力
を
与
え
る
芸
術
家
に
、
正
当
な
金
額
を
支

払
う
の
は
当
然
の
こ
と
。（
太
田
昭
司
）

不
明
瞭
な
部
分
が
あ
る

　
民
間
と
公
立
施
設
等
で
は
賃
金
体

系
等
も
異
な
る
。
積
算
根
拠
や
支
援

の
公
平
性
、
健
康
保
険
料
引
上
げ
も

懸
念
材
料
と
な
り
反
対
。（
西
澤
和
保
）

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

検
証
す
べ
き

　
芸
術
祭
の
運
営
主
体
は
市
、
市

職
員
が
多
く
の
サ
イ
ト
管
理
を
担

う
。
市
民
と
職
員
へ
の
調
査
は
必

要
。（
宮
田
一
男
）

芸
術
祭
終
了
後
に

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

　
市
民
が
芸
術
祭
を
ど
う
考
え
意

見
が
あ
る
の
か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取

る
べ
き
だ
。（
栗
林
陽
一
）

市
職
員
の
動
員
は
問
題

　
パ
ス
ポ
ー
ト
券
販
売
の
市
職
員

へ
の
割
り
当
て
。
作
品
展
示
会
場

へ
の
職
員
割
り
当
て
は
見
直
し
が

な
い
。（
大
和
幸
久
）

賃
金
ア
ッ
プ
は
、

国
の
責
任
で
支
援
す
べ
き

　
看
護
師
や
介
護
職
な
ど
社
会
的
基
盤

を
担
う
労
働
者
の
賃
金
は
、
他
産
業
か

ら
比
べ
て
低
水
準
。（
宮
田
一
男
）

マ
イ
ナ
保
険
証
の
賛
否
を

議
論
す
る
も
の
で
は
な
い

　
国
の
健
康
保
険
法
規
定
の
改
正

に
伴
う
市
の
条
例
改
正
の
内
容
で

あ
る
。（
山
本
み
ゆ
き
）

財
政
運
営
、
事
業
遂
行
状

況
等
、
概
ね
良
好

　
自
主
財
源
確
保
も
新
た
な
手
法

を
試
み
、
基
金
運
用
も
効
率
・
効

果
的
な
運
用
を
進
め
た
決
算
内
容
。

（
大
竹
真
千
子
）

積
極
的
に
地
域
の

経
済
対
策
に
取
り
組
ん
だ

　
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
脱
却
と
同
時

に
始
ま
っ
た
厳
し
い
社
会
情
勢
の

中
で
経
済
活
動
の
下
支
え
と
な
っ

た
。（
山
本
み
ゆ
き
）

計
画
に
対
し
、

実
利
益
や
預
金
額
等
も
増

　
補
助
金
減
、
人
件
費
高
騰
の
中
、

９
千
万
円
を
超
え
る
純
利
益
を
確

保
。
業
務
改
善
も
進
め
ら
れ
る
。

（
中
村
直
人
）

提出案件の審議結果
令和６年９月定例会
◇賛否が分かれた案件

議
案
番
号
等

案　　件

日本共産党 無所属クラブ 市民クラブ 政友クラブ 峻嶺会 公明 無 無

結　
果

宮
田　
一
男

栗
林　
陽
一

大
和　
幸
久

髙
橋　
　
正

中
牧　
盛
登

小
澤　
　
悟

山
本
み
ゆ
き

大
竹
真
千
子

中
村　
直
人

西
澤　
和
保

二
條　
孝
夫

一
本
木
秀
章

傳
刀　
　
健

太
田　
昭
司

堀　
　
堅
一

植
松
悠
一
郎

議案第38号 北アルプス広域連合規約の変更について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議　
長

〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第39号 長野県後期高齢者医療広域連合規約の変更について ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第54号 令和５年度大町市一般会計歳入歳出決算の認定について ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第58号 令和５年度大町市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定に
ついて 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第60号 令和５年度大町市公共下水道事業会計剰余金の処分及び決算の
認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定

議案第62号 令和５年度大町市病院事業会計決算の認定について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 認定
議案第63号 工事請負契約の締結について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第64号 工事請負契約の締結について 〇 〇 ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決
議案第65号 大町市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について ● ● ● ● 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

陳情第13号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書提
出について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ● 〇 採択

陳情第14号 政府の責任で医療・介護施設への支援を拡充し、すべてのケア
労働者の賃上げや人員増を求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● 〇 ● ● ● 〇 不採択

陳情第15号 私立高等学校に対する公費助成を求める意見書提出について 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

陳情第16号 北アルプス国際芸術祭2024実施後の市民へのアンケート調査等
による市民の声も取り入れた検証を求める陳情 〇 〇 〇 〇 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 〇 不採択

議事第８号 私立高等学校に対する公費助成を求める意見書 〇 〇 〇 〇 ● ● 〇 ● 〇 〇 ● ● 〇 〇 〇 原案可決

◇全会一致で承認・可決・認定・採択された案件
議案番号等 案件 結果
報告第15号 専決処分の報告について　専第22号　令和６年度大町市一般会計補正予算（第２号） 承認
議案第40号 大町市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第41号 大町市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第42号 大町市犯罪被害者等支援条例制定について 原案可決
議案第43号 大町市国民健康保険診療所設置条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第44号 大町市水道事業等企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第45号 大町市病院事業企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例制定について 原案可決
議案第46号 令和６年度大町市一般会計補正予算（第３号） 原案可決
議案第47号 令和６年度大町市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決
議案第48号 令和６年度大町市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第49号 令和６年度大町市水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第50号 令和６年度大町市公営簡易水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第51号 令和６年度大町市公共下水道事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第52号 令和６年度大町市農業集落排水事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第53号 令和６年度大町市病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決
議案第55号 令和５年度大町市国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第56号 令和５年度大町市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第57号 令和５年度大町市公営簡易水道事業特別会計歳入歳出決算の認定について 認定
議案第59号 令和５年度大町市温泉引湯事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
議案第61号 令和５年度大町市農業集落排水事業会計剰余金の処分及び決算の認定について 認定
陳情第10号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書提出について 採択
陳情第11号 訪問介護報酬の引き下げ撤回と介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める意見書提出について 採択
陳情第12号 大町の裁判所の充実を求める協議会の設立及び活動に関する陳情 採択
議事第５号 国民健康保険財政への国庫負担の増額を求める意見書 原案可決
議事第６号 訪問介護報酬の引き下げ見直しと介護報酬引き上げの再改定を早急に行うことを求める意見書 原案可決
議事第７号 女性差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を求める意見書 原案可決

討論
沸騰!!

議案・陳情の原案に対して「賛成は〇」「反対は●」
議長は議事進行のため「賛成」「反対」の意思表示はしない

〔訂正とお詫び〕　議会だより195号P13令和6年6月定例会最終日討論につきまして、
陳情第９号の反対討論の議員名に誤りがありました。
お詫びして訂正申し上げます。
誤）掘　堅一　⇒　正）堀　堅一
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あ
と
が
き

　
今
年
の
夏
も
昨
年
に

続
き
猛
暑
が
続
き
ま
し

た
。
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
は
議
員
と
し

て
当
然
で
す
が
、
同
時

に
、
市
民
も
市
政
に
注

目
し
意
見
を
言
う
事
も

大
事
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

（
栗
林
陽
一
）

部活動にうちこむ
中学生のみなさん

❶奥原希望選手のオリンピッ
ク出場を見て自分もやって
みたいと思った。

❷自分の力で１点１点取るこ
とが楽しい。

❸中学生になってから始めた
ので初歩的なところが大
変だった。先輩になった今、
自分が習ったことを教えて
いくことが大変。

❶小学生のときアニメ「ハイキュー‼」
を見て、やりたいと思った。

❷チームプレイで勝利を目指すことや、
お互いに競争心が出ることが楽しい。

❸元気な声が出にくいので、
　キャプテンと部長中心に
　声を出そうとしている。

❶アニメ「響け！ユーフォニアム」を見て。
❷新しい曲に挑戦して、みんなの音が一
つに重なって、納得のいく合奏が響い
たとき。

❸楽譜の読み方に躓いたこともあった。
　３年生になり、まとめる立場
　になり、部員全員の大会へ
　の意識をまとめていくの
　が大変だったが、貴重
　な経験ができた。

❶テレビで張本智和選手が卓
球台に真剣に球を入れてい
く姿を見て自分もやりたい
と思った。

❷課題練習で技術向上を意識
すること。

❸部長としてチームをまとめ、
大会でそれぞれの役割を意
識させること。勝つために
相手の特性を見抜くこと。

本会議の
生中継
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○開　　会  11月25日（火） 午前10時〜
○一般質問  12月４日（水） ～12月６日（金）
○最 終 日  12月17日（火） 午前10時〜  討論・採決

○傍聴をご希望の方は議会棟 2 階の議会事務局で
　申込書をご記入ください。

インターネットと市ケーブルテレビで放送し
ています。録画・再放送もご覧いただけます。

大町市議会 議会中継

議員が市民のみなさんの声を取材してつくるみんなのひろばです。
今回は部活動にうちこむ中学生のみなさんにインタビューしました。

❶入部の理由は
❷部活の楽しさ
❸部活の大変さ
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部長

２年生

丸
まる

山
やま

 泰
たい

史
し

さん

女子バレーボール部
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市
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さん

吹奏楽部
部長

３年生
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卓球部
部長

２年生

權
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野
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次回12月定例会予定

傍聴にお越しの際は


